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政策の達成目標
（基本施策目標）

Ｈ２３中間総括評価時
点の政策の達成度 Ｂ Ａ：順調　　B：概ね順調

C：少し遅れている　　D：遅れている

１　政策を構成する各施策の取組状況

№
指標の
達成率

1 91.7%

2 93.3%

3 98.6%

4 102.2%

5 80.0%

A 施策指標の達成度
平均値

93.2%

都市機能の適正配置と機能間連
携の推進

◆都市機能の高度化と生活環境の安全性・快適性
の向上のため，市街地再開発事業の促進や土地
区画整理事業の推進などの多様な事業手法を導
入している。
◆拠点間を連携する交通基盤充実のため，東西基
幹公共交通の導入や，円滑な道路ネットワークの
構築に向けた取り組みを推進している。
◆都市計画道路の整備については，円滑な道路
ネットワークの形成や交通容量の拡大を図るため，
計画的・効果的に事業を推進している。

政策の柱

地域特性に応じた土地利用の推
進

◆都市計画マスタープランを改定し，ネットワーク型
コンパクトシティの形成に向け，地区計画制度等の
活用や開発許可制度の運用などの土地利用の適
正化に取り組んでいる。
◆都市形成の状況を的確に把握し，規制誘導によ
る土地利用を推進するため，人口規模，市街地面
積，土地利用の現況などの継続的な基礎調査を実
施している。

◎人口集中地区（ＤＩＤ）人
口

　現状値
　　Ｈ２３：３８４，５８３人
　　　　　↓
　目標値
　　Ｈ２４：３９０，０００人

政策を構成する施策指標の
達成状況

地域特性を生かした魅力ある拠
点の形成

◆都市拠点の形成に向け，中心市街地における都
市機能の集積・更新，活力の向上を図るため，「中
心市街地活性化基本計画」を策定し，JR宇都宮駅
周辺地区の整備を進めるとともに，大通り周辺地区
における市街地再開発事業を進めるなど，官民が
一体となり取り組みを進めている。
◆地域拠点の形成を図るため，駅関連施設や周辺
道路の整備に取り組むなど，雀宮駅や岡本駅の周
辺地域整備を進めるとともに，土地区画整理事業を
推進することにより，安全で良好な居住環境を有す
る生活拠点の形成に取り組んでいる。

都市景観の保全・創出

緑と憩いの拠点づくりの推進

◆市民が身近に親しむことのできるさまざま緑と憩
いの場をつくるため，身近な生活圏の公園整備や
拠点公園の整備を推進している。
◆高齢者や障がい者をはじめとした全市民が利用
しやすく，安心して親しめる公園づくりを推進するた
め，公園バリアフリー化整備に取り組んでいる。
◆市民に親しめる公園を目指し，市民協働による
管理運営を推進するため，公園愛護会の支援に取
り組んでいる。

◆総合計画に掲げた施策指標について，市民１人当たりの
公園面積は，土地区画整理事業や宅地開発に伴う公園整
備により,毎年増加しており，平成24年度目標値を達成して
いる。
⇒　公園面積の増加は，当面これまでと同様の見通しであ
り，平成24年度末は目標値を上回る状況となる。
◆公園バリアフリー化整備については，着実に事業を実施
している。
⇒　平成24年度末の見通しとしては，事業を計画通り実施
し，目標を達成する見込みである。

◆地域特性に応じた土地利用を推進していくためには，土地利用の適
正化により，調和の取れたまちづくりが必要であり，ネットワーク型コンパ
クトシティの実現化に向けた具体的な施策を構築することが課題となっ
ている。
◆ネットワーク型コンパクトシティ形成に資する施策事業への支援のあり
方が求められている。
◆地籍調査事業は，調査面積が広大であり，事業期間が長期に及ぶた
め，計画的な事業推進を図る必要がある。

◆市街地再開発事業や土地区画整理事業など，多様な市街地整備手
法の導入により，JR宇都宮駅周辺地区や中心市街地などにおいて，高
次な都市機能や交通結節機能の整備が求められている。
◆機能的で魅力のある都市空間の形成やネットワーク型コンパクトシ
ティの実現のためには，市全体の発展を牽引する重要な役割として，中
心市街地の活性化が必要である。

施策指標
指標の数値

◎地区計画導入地区数

　現状値
　　Ｈ２３：２２地区
　　　　　↓
　目標値
　　Ｈ２４：２４地区

◎土地区画整理事業の進
捗率（整備面積）

　現状値
　　Ｈ２３：１，９８６．４９ｈａ
　　　　　↓
　目標値
　　Ｈ２４：２，１２８．６０ｈａ

◆中心市街地の活性化をより効果的・効率的に推進するためには，各
種施策・事業の取組体制の強化が必要である。
◆長引く不況や東日本大震災の発生により，これまで以上に各事業の
財源が厳しくなることが見込まれることから，事業に必要な特定財源を
確実に確保していく必要がある。

都市計画課

◆総合計画に掲げた活動指標について，人口集中地区
（DID）の人口は，平成22年度において384,583人となって
いる。
⇒　DID人口は国勢調査に併せて集計されることから，平成
24年度末の実数は，平成27年度の調査結果により明らかに
なるが，DID面積が拡大傾向にあることから，目標である
390,000人を達成する見込みである。
◆中心市街地の居住人口については，平成22年度から平
成２３年度にかけて263人（1.03％）増加している。
⇒　中心市街地活性化基本計画に定める目標年次の平成
26年度までに，8,700人の居住人口を達成する見込みであ
る。

◆土地区画整理事業の進捗状況は，鶴田第１土地区画整
理事業の終了などにより，整備面積が平成19年度から
91.29ha増加している。
⇒　平成24年度末の見通しとしては，1,991.8ｈａの整備面
積を達成する見込みである。
◆都市計画道路の整備率については，平成2３年度目標値
65.5％に対して67.５％を達成している。
⇒　平成24年度末の見通しとしては，すでに目標に達して
おり，さらに指標を上回る実績となる見込みである。

課題

◆地区計画導入地区数は，説明会を開催し，住民の理解
を得ることにより，平成19年度比で10％の増加となってい
る。
⇒　平成24年度末の見通しとしては，今後も適宜説明会を
開催していくことにより，95.8％の達成率となり，概ね目標を
達成する見込みである。

Ⅴ 都市のさまざまな活動
を支える都市基盤の機能
と質を高めるために

政策名
（基本施策名）

施策指標の実績とＨ２４末の見通し施策名

１　機能的で魅力のある都市空間を
形成する

主要な取組内容

市内のそれぞれの地域が，その特性に応じた個性や魅力，都市機
能を備え，コンパクトで調和のとれた都市空間が形成されていま
す。

◆公園新規整備について，土地区画整理事業や宅地開発事業地に集
中するなど公園の配置に課題がある。
◆市民が利用しやすく，安心して親しめる公園づくりの推進に向け，多
様化する利用者ニーズへの対応や，整備・維持管理に係る経費の縮減
を図っていく必要がある。

◆本施策の市民満足度や重要度が低いため，市民・事業者への更な
る意識啓発や景観形成重点地区における魅力ある景観の誘導など，よ
り効果的な景観づくりが課題である。
◆本市の景観行政は平成3年度策定の都市景観基本計画に基づき展
開しているが，策定から20年が経過し全体的な見直しが求められている
ことから，平成23年度に策定事業部分を整理し「宇都宮市景観推進プ
ラン」を策定したところである。今後は，景観形成の目標や方針を含め
た景観マスタープランとして「都市景観基本計画」を改定していく必要が
ある。

◎市民１人当たりの公園面
積

　現状値
　　Ｈ２３：１０．６９㎡/人
　　　　　↓
　目標値
　　Ｈ２４：１０．４６㎡/人

◎「景観形成重点地区等」
の指定地区数

　現状値
　　Ｈ２３：４地区
　　　　　↓
　目標値
　　Ｈ２４：５地区

※各施策の「指標の達成度」の平均値をA～Eの指標で提示
　90%以上：A　80～90%：Ｂ　60～80%：C　40～60%：D　40%未満：E

◆良好な都市景観の保全・創出のため，景観計画
に基づく景観形成重点地区の指定や大規模建築
物等の届出により，景観形成の規制誘導を進めて
いる。
◆景観ワークショップの開催や景観アドバイザーの
派遣など，市民協働の景観づくりを進めている。
◆うつのみや百景推進事業やまちなみ景観賞など
景観啓発事業の充実や市民参加を促し，景観に対
する意識高揚を図っている。

◆景観形成重点地区等の指定地区数は，平成2３年度目
標の４地区を指定しており，計画的に進んでいる。
⇒　平成24年度末の見通しとしては，地元住民の合意形成
を進めており，目標の5地区を指定できる見込みである。



２　これまでの取組状況（Ｈ２０～Ｈ２３）と見通し

３　市民意識調査結果 ４　今後の方向性

達成率
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◆「地域特性に応じた土地利用の推進」については，地区計画導入に向けた説明会等を適
宜開催し，都市計画を決定した。また，地籍調査事業についても計画どおり進んでいる。
⇒　平成24年度末の見通しとしては，地域特性に応じた地区計画にあわせた用途の見直し
や都市計画基礎調査の計画的な実施により，目標を達成する見込みである。
◆「都市機能の適正配置と機能間連携の推進」については，市街地再開発事業，土地区
画整理事業とも計画的に進捗し，都市計画道路の整備も進んでいることから，着実に進捗
している。
⇒　平成24年度末の見通しとしては，市街地再開発事業や土地区画事業を積極的に推進
することにより，目標を達成する見込みである。
◆「地域特性を生かした魅力ある拠点の形成」については，岡本駅や雀宮駅における駅関
連施設整備や市街地再開発事業，土地区画整理事業に計画的に取り組むことにより，着
実に進捗しており，中里原地区の土地区画整理事業については，平成23年度に，換地処
分等を実施したところである。
⇒平成24年度末の見通しとしては，引き続き関係機関との協議や，地権者との合意形成等
に取り組むとともに，民間施設の立地促進を図るなど，都市拠点や周辺地域の拠点形成を
進め，目標を達成する見込みである。
◆「緑と憩いの拠点づくりの推進」については，土地区画整理事業や宅地開発などに伴う
公園整備により，市民１人当たりの公園面積は，目標を達成できている。
⇒　平２４年度末の見通しとしては，魅力ある緑と憩いの拠点づくりのため，住民や地域の
意見を十分に考慮しながら，ニーズにあった新規公園整備や既存公園のリニューアルを実
施し，市民協働による公園管理運営の更なる推進を図っていく。また，バリアフリー化した
公園数について計画的な取り組みにより，目標を達成する見込みである。
◆「都市景観の保全・創出」については，景観形成重点地区指定に向けた説明会等によ
り，地元住民や事業者の合意形成を図り，計画的に景観形成重点地区の指定ができてい
る。
⇒　平成２４年度末の見通しとしては，景観形成重点地区の指定拡大に向け，活動交付金
や景観アドバイザー制度を活用しながら，地元住民や事業者との協議を重ねており，目標
を達成する見込みである。

今後の方向性

政策目標である「地域特性に応じた個性や魅力，都市機能を備え，コンパクトで調和のとれた都市空間を形成する」の実現に向け，改正した「都市計画マス
タープラン」に沿って各施策に取り組んでいく。

具体的には，
◆「地域特性に応じた土地利用の推進」では，地区計画制度や開発許可制度などの適正な運用による土地利用を推進していく。
◆「都市機能の適正配置と機能間の連携」では，「宇都宮駅東口地区整備事業」「宇都宮駅西口周辺地区の整備」について，関係者や事業者と連携しなが
ら早期の実現を目指し事業を推進していく。
◆「地域特性を生かした魅力ある拠点の形成」では，「市街地再開発事業」や「宇都宮駅周辺地区の整備事業」「小幡清住土地区画整理事業」などの中心
部の拠点づくりを積極的に推進し，併せて「雀宮駅周辺整備」や「岡本駅周辺整備」さらには，土地区画整理事業の推進により周辺部の拠点と生活圏を形
成していく。
◆「緑と憩いの拠点づくりの推進」については，公園整備や公園のリニューアルに取り組むとともに，バランスある公園配置の推進を図っていく。
◆「都市景観の保全・創出」については，地元住民や事業者との協働により，景観重点地区の指定に向けた取組を推進していく。

こうした中，事業効果が市民意識の満足度に繋がりにくいことから，事業効果を市民が実感できるような各施策・事業のPR等，充実・強化を図る必要があ
る。
また，社会経済環境の変化や東日本大震災の影響による厳しい財政状況が見込まれることから，今まで以上に「選択と集中」を徹底し，財源確保に努める
必要がある。特に本市の喫緊の課題である「中心市街地活性化」に資する施策・事業や「安心・安全なまちづくり」に資する施策・事業への充実・強化を図る
必要がある
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施策

「地域特性を生かした魅力ある拠点の形成」について，宇都
宮駅東口地区整備事業については，平成23年度末に，検
討組織からの提言書が提出されたところであり，今後は，
民間事業者の参画意向や条件などを十分に調査したうえ
で，立地施設の内容や，事業主体や手法を検討するなど，
実現性の高い整備方針の策定に取り組んでいく。

「土地区画整理事業」「市街地再開発事業」については，計
画どおり進捗しており都市機能の適正配置と機能間連携に
寄与している。
「緑と憩いの拠点づくりの推進」については，活動指標を達
成しており，市民の重要度・満足度についても一定の評価
を得ているところである。
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◆国においては，「社会資本整備総合交付金」など，地方に裁量の幅を持
たせた「総合的な交付金制度」により事業の執行が進められている。
◆東日本大震災等による税収の落込みや各種補助事業の見直しが見込
まれることから，事業の予算確保等に影響が生じると考えられる。
◆景観審議会において，歴史や文化を生かした景観形成が求められてい
る。
◆経済情勢が低迷していることから，民間事業者の開発意欲が不透明で
ある。
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